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Association）が 2000 年に提言した「失語症に対する生活参加アプローチ」（LPAA 宣言 :Life 




















































































































































































いる。「QOL（Quality Of Life）の向上」を合言葉に、ICF（International Classification of 



































　べてるの家では、例えば、「3 分しか働けない」という人がいれば、「3 分のままでいい」 とする。
これは、上述したリハビリテーション医療における「目的指向アプローチ」とは全く逆の指向性
をもつ価値観であるといえよう。リハビリテーションでは、「3 分しか働けない
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」と「できない
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